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消防団の主な活動

出初式、ポンプ操法大会・小隊訓練、
各地区消火栓訓練、春・秋の火災予防、
遠賀郡合同消火訓練、歳末警戒、
消防車点検（月 1回）

おかがき
議会だより

No.137　12月定例会　令和５年１月25日発行



新型コロナウイルス感染症・物価高騰対策へ
　令和４年度　一般会計補正予算
　～ 7248 万円増額　総額 122億 5031 万円～

Q　�当初、3000 万円で予算の計上をしていたが、総
額 5200 万円まで増額になった理由は何か。

A　�本支援金は国の事業復活支援金に町が上乗せをし
ているものである。昨年の中小事業者支援金の件
数など概算で見込んでいたが、それ以上の申請が
あったため。

Q　�申請件数と支給金額はどれくらいになっているのか。

A　�最終的な見込みとしては、法人が 91 件、個人が
198 件。おおむね８割程度は 50% 以上の減収と
なる事業者。支給額は、令和４年 11 月末までの合
計で 4649 万円となっている。

Q　�国会では、第２次補正予算が通っている。それを
受けて、物価高騰対策やコロナ対策などの交付金
が国から交付されるという話は出ているのか。

A　�第２次補正予算の中で、予備費として新型コロナ
ウイルス感染症と原油価格・物価高騰対策として
３兆 7400 億円が計上されている。この予算が状
況に応じて地方に交付されてくる可能性があるの
で、情報収集に努めたい。

Q　�委託料を増額した理由は何か。

A　�コミュニティバスの増額は、毎年利用実績に応じて補正している。乗合タクシーの増額は、タクシー
の料金改定や燃油高騰対策などで料金が変わったため。

Q　�以前から、三吉・手野・内浦等の住民からバス停が遠いという声がある。海老津・波津線がコミュニティ
バスに変わったが、その地域はデマンド交通も整備されていない状況。移動手段が必要という声があ
るので、整備すべきではないか。

A　�地域のニーズを捉えたいと思っている。また、今後の研究課題の一つとして考えている。必要な対策につ
いては、公共交通の協議会の審議を踏まえて考えていきたい。

新型コロナウイルス感染症の影響で売上が
減少した町内の法人・個人事業者に対し、
支援金を給付しています。締切は令和５年
２月末です。

中小事業者等支援金
� 1200 万円

コミュニティバス・
乗合タクシー運行業務委託料
� 251 万円

おかがきＰＲ課で申請受付中

公共交通の要　コミュニティバス

2定例会　概要



一
人
の
親
の
思
い
か
ら
事
業
開
設

土
岐
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

曖あ
い

　

理
事
長
自
身
も
障
害
を
持
つ
子
の
親
で
、
同
じ
状
況
に

あ
る
母
親
を
中
心
に
事
業
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
利
用
者
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
他
人
事
で
は
な
い

心
の
こ
も
っ
た
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
複

合
施
設
で
、
子
ど
も
の
障

害
に
応
じ
て
、
遊
び
や
運

動
、
仕
事
が
で
き
る
環
境

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
内
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
同
士
の
連
携
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
用

者
と
の
信
頼
関
係
も
で
き

て
い
ま
し
た
。

内　　　容
採
決
日
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啓
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神
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正
法

安
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雅
恵

太
田
　
　
強

木
原
　
大
輔

横
山
　
貴
子

市
津
　
広
海

曽
宮
　
良
壽

広
渡
　
輝
男

太
田
　
清
人

三
浦
　
　
進

岡垣町教育委員会委員の任命について 12/6 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の定年延長に伴い、関係条例が整備されます。 12/16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町一般会計補正予算（第７号） 12/16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第４号） 12/16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第２号） 12/16 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。
※内容の文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています。

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日　　時 委員会等 議　　題

10月12日 文教厚生（協） 行政視察研修について
10月18日～20日 文教厚生 行政視察研修（岐阜県中津川市・岐阜県土岐市 NPO 法人曖）

10月24日 議会運営 第５回臨時会運営
10月25日 研修会 遠賀郡町議会議長会議員研修会
10月28日 第５回臨時会（１日間） 本会議・総務産業常任委員会・連合審査会・全員協議会
10月28日 総務産業（協） 行政視察研修について

11月 ７日～ ８日 総務産業 国会議員表敬訪問・行政視察研修（千葉県銚子市）
11月11日 議会広報（協） 行政視察研修について

11月16日～17日 議会広報 行政視察研修（沖縄県豊見城市）
11月21日 研修会 町村議会広報研修
11月24日 議会運営 第４回定例会運営・行政視察研修について

11月29日～30日 議会運営 行政視察研修（岡山県美咲町）、議会傍聴（岡山県岡山市）
12月 ６日～16日 第４回定例会（11 日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会

12月26日・１月 ５日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き

▼
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

10
月
18
日
～
20
日
、
岐
阜
県
中
津
川
市
と
土と

岐き

市
に
視

察
研
修
を
行
い
、
中
山
道
歴
史
資
料
館
な
ど
の
運
営
状
況

や
子
ど
も
の
療
育
支
援
、
包
括
的
な
障
害
児
支
援
に
つ
い

て
、
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
を
通
じ
て
、
今
後
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

頑張ってます！　委員会活動

3 賛成反対表（一覧表）・議会の動き・委員会活動

議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠



頑張ってます！　委員会活動

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

�

「
特
別
表
彰
」

　

美
咲
町
議
会
は
、
①
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
②
責
任
を
果
た
し
信
頼
さ
れ

る
議
会
、
③
自
由
か
っ
達
に
討
論
す
る

議
会
、
④
町
民
が
参
加
す
る
議
会
、
⑤

公
正
・
公
平
、
透
明
性
を
確
保
す
る
議

会
を
目
指
し
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
条
例
を
基
に
、
さ
ら
に
議

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
大
学
と

の
連
携
を
行
い
、
若
者
の
声
を
議
会
に

届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
議
員

の
担
い
手
育
成
の
た
め
、
中
学
生
、
小

学
生
議
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
、
議
員
の
意
識
も
変
わ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
議
会
改
革
の
活
性
化

が
全
国
的
に
評
価
を
得
て
、
本
年
度
の

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
「
特
別
表

彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。岡
垣
町
で
も
、

美
咲
町
を
参
考
に
し
、
さ
ら
な
る
活
性

化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
議
会
改
革
に
向
け
て

�

議
会
運
営
委
員
会

　

11
月
29
日
～
30
日
、
岡
山
県
美
咲
町
議
会
と
岡
山
市
議
会
へ
視
察
研
修
に
伺
い
ま
し
た
。

美
咲
町
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
岡
山
市
議
会

で
は
議
会
傍
聴
を
し
ま
し
た
。

取
組
が
進
む
銚
子
市
か
ら
学
ぶ

　

銚
子
市
は
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

洋
上
風
力
発
電
計
画
は
新
た
な
産
業
の

創
出
や
漁
業
権
と
の
調
整
な
ど
を
最
重

要
課
題
と
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
漁
業
調

整
基
金
や
漁
業
権
へ
の
対
策
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主

財
源
確
保
の
視
点
か
ら
、
洋
上
風
力
発

電
施
設
の
電
源
立
地
交
付
金
の
可
能
性

や
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
配
分

の
考
え
方
と
課
題
な
ど
を
調
査
し
ま
し

た
。
行
政
、
漁
協
、
商
工
会
議
所
と
の

連
携
し
た
取
組
は
、
洋
上
風
力
発
電
の

誘
致
に
向
け
て
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
産
業
へ
の
影
響

�

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

福
岡
県
は
響
灘
沖
を
法
律
に
基
づ
く
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
促
進
区
域

候
補
地
と
し
て
、
指
定
に
向
け
て
国
に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
漁
業
や
経
済
な
ど
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
い
た
め
、
洋
上
風
力
発
電
施
設
を
設
置
し
、
稼
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る

千
葉
県
銚
子
市
を
11
月
７
日
～
８
日
に
訪
問
し
ま
し
た
。

検索はこちら

会議録 議会中継

4委員会活動



プ
ロ
が
見
た

�

議
会
だ
よ
り
お
か
が
き

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
応
募（
議
会
広
報
研
修
会
）

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

日
時　

11
月
21
日

　

場
所　

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

　

講
師　
エ
デ
ィ
タ
ー
、
広
報
ア
ナ
リ
ス
ト 

吉
村　

潔　

氏

▼
評
価

　

・�

全
体
を
通
し
て
、
情
報
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

て
い
る

　

・�

連
動
し
た
表
紙
ま
わ
り
は
、
と
て
も
良
く
で
き
て
い
る

　

・�

概
要
は
質
疑
と
答
弁
で
ま
と
め
、
議
会
広
報
ら
し

い
構
成
に
な
っ
て
い
る

▼
改
善
点

　

・�
定
例
会
だ
け
で
な
く
議
会
の
持
続
的
活
動
を
広
報

す
る
こ
と

　

・
よ
り
住
民
が
見
え
る
工
法
を
強
化
し
て
ほ
し
い

▼
こ
れ
か
ら

　

�　

昨
年
指
摘
さ
れ
た
箇
所
は
改
善
し
、
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
新
た
に
指
摘
を
受
け
た
箇
所
を
改

善
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

▼�

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
、
プ
ロ
（
広
報
ア
ナ
リ
ス

ト
）
か
ら
直
接
講
評
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
研
修
で

す
。
福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
25
日
号
発
行
（
１
３
４
号
）
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｑ　具体的な活動内容を教えてください。
Ａ　�学校教師OBや福岡教育大生の方々がボランティ

アで教えてくれています。学習支援コーディネー
ターの松村淳子さんを中心に、私たち母子寡婦福祉
会がそのお手伝いをしています。

Ｑ　どれくらいの参加がありますか。
Ａ　�令和４年３月時点で、内浦小を除く４校から小学生が９

名、中学生が11名です（町外の２名含む）。先生に登録
してもらっているのは、教師OBが３名、福教大の学生
さんが15名程度です。今月で大学を卒業しそれぞれの
地元で先生になる学生さんが３人いらっしゃいます！

無料塾開催日　毎週木曜日　東部公民館
小学生…午後５時～午後７時
中学生…午後６時～午後８時

Ｑ　�「やりがい」と「悩み」や「ご苦労」などをお聞きします。
Ａ　�悩みや苦労などはありません、喜びばかりです。私た

ちも子どもの成長で元気をもらっているし、高校に進
学し、巣立った子どもたちも感謝の気持ちを忘れずに
いてくれている。こんなにうれしいことはありません。

お問い合わせ・加入希望者は、岡垣町母子寡婦福祉会／松村コーディネーター
� TEL�080-6464-7925

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第９回

～ひとり親家庭の学習塾（岡垣町母
ぼ

子
し

寡
か

婦
ふ

福
ふく

祉
し

会
かい

）～

Ｑ　町や議会に望むことは？
Ａ　�町のみならず社協など多くの方々にお世話になって

います。この取組が長く続くように、継続的にご支
援いただければうれしいです。

Ｑ　住民の方へひとこと。
Ａ　�ひとり親で、興味のある方、色々お困りの方は、ぜ

ひこの輪に参加してください。何事も一人で抱え込
まないように！会員になると、本塾への参加、独自
の奨学金制度などの特典もあります。

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

　ひとり親家庭の児童を対象に、大学生など
のボランティアを先生に迎え、週１回の「無
料学習塾」を開催し、支援を続けています。

　約９年前、国の母子家庭のための学習支援事業としてス
タートし、県を通じ地域の母子会が参加しました。
　当初は勉強を教えるのではなく、私設的な学童保育のよ
うなものでした。宿題を見てあげると熱が入り机に向かう。
すると勉強する機会が増える。といった形で、現在の学習
塾になりました。教室（会議室）の提供や、物品の提供など、
町や社会福祉協議会等の協力も受けて運営しています。先
生の交通費などは国からの補助がありますが、イベントな
どの費用は母子寡婦福祉会が廃品回収などで賄っています。

学習塾のあゆみ

勉
強
は
面
白
い
！

�

（
学
習
の
模
様
）

学生ボランティア（右から）

浦
うら

　伊
い

織
おり

さん（島根県）

瀬
せ

戸
と

さくらさん（久留米市）

立
たて

石
いし

仁
さと

野
の

さん（熊本県）

※（�）内は出身地

長い間、どうもありがとう！
学習塾の主な運営メンバー

平
ひら

田
た

玲
れい

子
こ

会長横
よこ

山
やま

貴
たか

子
こ

さん

山
やまだ

田千
ち さ よ

佐代さん 山
やま

田
だ

真
ま

理
り

子
こ

さん松
まつ

村
むら
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員
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11
月
16
日
～
17
日
、
沖
縄
県
豊と
み
ぐ
す
く

見
城
市
に
視
察
研
修

を
行
い
、
議
会
広
報
紙
の
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
・
苦
労

し
て
い
る
点
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

真
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
掲
載

　

豊
見
城
市
議
会
だ
よ
り
は
、
特
に
一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
表
紙
を
め
く
る
と
、
一
般

質
問
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
で
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
で
は
、
執
行
部
に
遠
慮
せ
ず
に
各

議
員
の
思
い
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民

に
対
し
て
、「
議
会
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
真
実
を
伝

え
た
い
」
と
い
う
熱
意
か
ら
で
し
た
。

　

豊
見
城
市
で
も
、
読
み
や
す
い
紙
面
を
つ
く
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
大
変
苦
労
さ
れ
た
こ
と
も
意
見
交
換
を

通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応

募
も
始
め
ま
し
た
。
こ

の
視
察
の
経
験
を
生
か
し

て
、
さ
ら
に
読
み
や
す
く

愛
さ
れ
る
議
会
広
報
紙
を

作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

5 委員会活動
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議会のHPから録
画データを視聴で
きます

ページ 議員氏名 内　　容

6 平山　正法 　１．ＧＩＧＡスクール構想について
◇２．気候変動対策について（その２）

7 太田　清人 　１．�岡垣町公共施設等総合管理計画の主な進捗及
び現時点での検証状況について

7 市津　広海 　１．町の活性化について（その２）

8 川地　啓輔 ◇１．公共交通について（その２）
　２．観光について

8 安里　雅恵 　１．安心して子育てができるまちづくりについて

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

平
山

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、
義

務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
１
人

１
台
の
端
末
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど

を
一
体
に
整
備
す
る
５
年
間
の
計
画
で
す
。

　

岡
垣
町
で
も
令
和
３
年
度
か
ら
児
童
生
徒

に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
整
備
後
の
維
持
管
理
費
や

通
信
費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
町
が

負
担
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

町
の
負
担
が
続
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長

町
の
財
政
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
今
後
更
新
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
更
新
時
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
何
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
憂
慮

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
限
ら
ず
他
の
自
治
体
で
も
同
様
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
の
で
、
国
に
よ
る
更

な
る
財
政
支
援
を
求
め
る
た
め
、
連
携
し
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
山

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
始
ま
っ

て
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
、
児
童
生
徒
へ
の
学
習
を
進
め
て

議員
町長

学
習
進
行
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
方
法
は

効
果
的
に
使
用
す
る

い
く
の
で
す
か
。

教
育
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
使
用
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
が
対
話
の
中

で
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
成
長
に

向
け
、
学
び
を
深
め
る
た
め
に
い
か
に
効
果

的
に
使
用
す
る
か
が
肝
要
で
す
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活
用
を

繰
り
返
し
、
学
習
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

タブレットを活用した授業の様子

6町政を問う　一般質問
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市
津

駅
南
開
発
は
現
状
、
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
土
地
所
有
者
不
明
の
特
別
措
置

法
の
解
決
が
10
年
く
ら
い
か
か
る
わ
け
で
そ

の
間
は
放
置
さ
れ
る
の
で
す
か
。
職
員
力
を

フ
ル
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
今
開
発
で
き

る
町
有
地
、
民
有
地
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
計
画
を
策
定
し
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長

今
後
の
駅
南
開
発
に
つ
い
て
は
、
土

地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
定
住
人
口
の

増
加
に
加
え
、
企
業
進
出
に
伴
う
税
収
の
増

加
や
新
た
な
雇
用
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
民
間
活
力
に
よ
る
開
発
を
念
頭
に
置

き
、
引
き
続
き
、
金
融
機
関
や
不
動
産
事
業

者
な
ど
を
通
じ
て
情
報
取
集
を
行
い
、
中
長

期
的
な
視
点
で
事
業
実
現
の
可
能
性
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
津

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
は
現
在
指
定
管

理
者
制
度
で
Ｊ
Ｒ
に
委
託
し
て
い
る
が
、
あ

と
２
年
で
契
約
更
新
で
す
。
町
か
ら
の
持
ち

出
し
経
費
が
年
間
約
４
千
万
円
で
、
10
年
た

つ
と
４
億
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ
が
変
化

し
て
き
て
い
る
の
で
利
用
者
が
さ
ら
に
減
少

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
将
来
、
売
却
を
含
め

町
に
利
益
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

議員
町長

町
の
活
性
化
に
つ
い
て

中
長
期
的
な
視
点
で

町
長

今
後
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
有
効
活

用
や
稼
働
率
向
上
に
よ
る
収
益
確
保
に
向
け

た
取
組
を
検
討
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、

施
設
の
売
却
、
財
産
処
分
等
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
、
時
代
に
合
っ
た
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

対
応
を
意
識
し
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
や

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ
た
施
設

の
活
用
や
企
業
に
よ
る
利
活
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

太
田

平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
岡

垣
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
は
、
５

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
40
年
の
超
長
期

に
わ
た
り
、
将
来
の
町
の
形
を
決
め
る
重
要

な
計
画
で
す
か
ら
、
概
ね
５
年
に
一
度
程
度

は
、
そ
の
進
捗
・
検
証
状
況
を
議
会
・
町
民

に
総
括
的
に
報
告
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

町
長

計
画
対
象
47
施
設
の
う
ち
、
役
場
庁

舎
な
ど
36
施
設
は
必
要
に
応
じ
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
臨
海
荘
等
他

の
施
設
は
、
用
途
廃
止
や
他
施
設
へ
の
集
約

化
、
機
能
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
概
ね
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
総
合
的
・
定

期
的
に
報
告
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

太
田

特
に
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

等
に
伴
い
集
約
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
が
学
校
統
廃
合
の
理
由
で
あ
る
限
り
、

学
校
を
つ
ぶ
せ
ば
、
そ
こ
に
移
住
し
て
く
る

子
育
て
世
代
は
な
く
地
域
の
火
が
消
え
、
集

落
は
潰
れ
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ
り
ま

す
。
計
画
で
は
原
則
存
続
、
必
要
で
あ
れ
ば

統
廃
合
を
検
討
す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
複
式
学
級
な
ど
へ
の
転
換
が
そ
の
ト
リ

ガ
ー
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

議員
町長

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
今
は

概お
お
む

ね
順
調
に
進
ん
で
い
る

　

教
育
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
限
界
集
落
に

近
い
所
に
人
を
呼
び
込
み
活
性
化
さ
せ
る
観

点
か
ら
も
、
町
長
部
局
と
教
育
部
局
の
十
分

な
連
携
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

学
校
施
設
の
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、

教
育
委
員
会
と
関
係
課
で
検
討
委
員
会
を
設

置
、
教
育
的
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
防
災
機
能
等
も
合
わ
せ
検
討

を
開
始
し
た
段
階
で
す
。
複
式
学
級
は
良
い

点
も
課
題
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
を
理
由

と
し
て
の
再
編
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町政を問う　一般質問

太
おお

田
た

　清
きよ

人
と

 議員

市
いち

津
づ

　広
ひろ

海
み

 議員

活用を検討中

建てられて 60 年近くが経過した内浦小学校

7
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安
里

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
町
の
関
わ
り

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
た
と

き
に
家
庭
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
や

そ
の
家
庭
に
寄
り
添
い
な
が
ら
実
情
の
把
握

や
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
里

実
態
と
学
校
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
子
ど
も
の
学
び
を
止
め
な
い
た

め
に
学
習
の
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
た
い
思

い
を
守
る
た
め
に
人
材
を
確
保
し
、
場
所
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長

不
登
校
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
児

童
生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
中
学
校

で
は
学
校
に
登
校
で
き
て
も
教
室
に
入
れ
な

い
生
徒
の
た
め
に
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ

る
別
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

に
行
け
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
遠
賀
町
と
共

同
で
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
、
学
校
へ
の

復
帰
を
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

安
里

文
部
科
学
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
再
登

校
の
懸
念
事
項
と
し
て
人
間
関
係
の
次
に
、

学
習
の
遅
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
習
支
援
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
長

学
級
担
任
が
家
庭
訪
問
や
学
習
プ

川
地

国
が
行
う
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光

地
の
再
生
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値

化
事
業
が
高
倍
率
の
中
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
に
は
大
変
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
事
業
採
択
ま
で
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
か
。
ま
た
、
ど
う
期
待
し
ま
す
か
。

町
長

地
域
計
画
の
作
成
や
伴
走
支
援
者
と

の
調
整
、
全
体
事
項
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。
よ
り
実
現
性
の
あ
る
計
画
に
磨
き

上
げ
る
た
め
、
主
管
課
の
お
か
が
き
Ｐ
Ｒ
課

だ
け
で
な
く
、
企
画
政
策
室
も
連
携
す
る
体

制
を
整
え
、
町
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
地
域
経
済
の
活
性
化
や
町
の
観
光

の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

川
地

国
や
県
の
地
域
活
性
化
な
ど
に
繋
が

る
よ
う
な
補
助
が
今
後
出
た
場
合
、
町
と
し

て
も
そ
れ
に
付
随
し
て
援
助
す
る
こ
と
は
お

考
え
で
す
か
。

町
長

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
全
て
の
国

や
県
の
補
助
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
事
業
を
選
択

し
、
効
果
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
公
益
性
や
必

要
性
な
ど
の
度
合
い
を
十
分
に
見
極
め
な
が

議員

議員

町長

町長

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

町
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
観
光
活
性
化
を
行
う
か

寄
り
添
い
な
が
ら
対
応
す
る

町
内
全
域
を
周
遊
す
る
仕
組
み
を

リ
ン
ト
な
ど
の
や
り
取
り
を
通
し
て
学
習
状

況
の
把
握
や
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
ホ
ッ
ト
ル
ー

ム
な
ど
に
授
業
の
様
子
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

ら
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

川
地

西
部
地
区
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他

の
地
域
に
も
観
光
資
源
が
多
く
あ
り
ま
す
。

町
全
体
の
観
光
活
性
化
に
は
ど
う
取
り
組
み

ま
す
か
。

町
長

ま
ず
は
観
光
資
源
が
豊
富
な
西
部
地

域
に
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の
足
で
町

内
各
所
を
巡
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要

で
、
観
光
協
会
や
観
光
事
業
者
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
町
内
全
域
を
周
遊
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
き
た
い
で
す
。

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員

わかると楽しいよね！

高付加価値化事業が採択された旅館街
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太
おお

田
た

　清
きよ

人
と

広
ひろ

渡
わたり

　輝
てる

男
お

曽
そ

宮
みや

　良
よし

壽
ひさ

神
かん

崎
ざき

　宣
のり

昭
あき

木
き

原
はら

　大
だい

輔
すけ

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

三
み

浦
うら

　　進
すすむ

市
いち

津
づ

　広
ひろ

海
み

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

太
おお

田
た

　　強
つよし

岡垣町議会議長　森
もり

山
やま

　浩
こう

二
じ

横
よこ

山
やま

　貴
たか

子
こ

　
議
長
あ
い
さ
つ

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
冬
季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日

本
選
手
の
活
躍
に
沸
き
上
が
っ
た
さ
な
か
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
全
世
界
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
連
日
の
報

道
に
、
心
を
痛
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
記
憶
に
新
し
い
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
は
、
目

標
に
掲
げ
た
初
の
８
強
入
り
と
い
う
「
新
し
い
景
色
」
を
目
に

す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
次
リ
ー
グ
で
は
、
Ｗ

杯
を
制
し
た
実
績
の
あ
る
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
を
倒
し
国
民
に

感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
代
表
の
皆
様
へ
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
今
後
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

9 新年あいさつ

あけましておめでとうございます



Ｑ　「消防署」と「消防団」の違いを教えてください。
Ａ　�どちらも市町村が設置することとなっていますが、

消防署は常勤の職員が常時消防勤務に専念している
のに対し、消防団では、日頃自営業者や会社員とし
て働く人が、災害等有事の際に消防団員としてその
任務に当たることが一番の違いです。また、消防
団員は時間の許す範囲で、災害に備えての訓練や消
防機材の整備点検等にも従事します。全国で消防署
員数が約 16 万人と少ないため、消防団（全国で約
80 万人）で補っています。

Ｑ　消防団員になられたころの状況を聞かせてください。
Ａ　�37 年前、私が 30 歳の時に団員となりました。当

時は、農業者や自営業者が多く、希望者も多かった
のですが、定員の枠があったため、団員になりたく
てもなれない人もいました。当時は今よりも地域と
の関わりが深かったように思います。今は、時代と
共に団員の成り手が少なく、岡垣町の定員 112 人
に対して 94 人と、定員割れしている状況です。

消防団は火事や災害から生命や財産を守り、自分はもちろん、人の役に立
つやりがいのある活動だよ！詳しくは下記まで
� TEL　２８２ - １２１１（担当 / 役場・地域づくり課　安全安心係）
右の二次元コードからも見られるよ。

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第12回　～我ら　おかがき火消し隊～
（岡垣町消防団）

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

　「消防団」（非常備消防）は、消防組織法に基づく
市町村の消防機関で、その団員は権限と責任を有す
る非常勤特別職の地方公務員です。一方で、他に本
業を持ちながら、ボランティアとしての性格を有し
ています。今回は、わが町で活躍する岡垣町消防団
の籏

はた

生
ぶ

秀
ひで

未
み

団長にお話を伺いました。
Ｑ　団員になるための条件などはありますか？
Ａ　�団員の資格要件は岡垣町の条例で決められていま

す。岡垣町に居住又は勤務する、年齢18歳以上で「志
操堅固で身体強健」な人です。団員の中には、若い
女性もいます。

Ｑ　活動についてのやりがいや苦労などは？
Ａ　�火事や災害の救助活動など命にかかわることなの

で、確かにきついです。有事が終わったあとはホッ
とします。有事に備える訓練やポンプ操法等の諸大
会等の活動も多いです。それを通じて、「人の輪」
を実感できることを強く感じます。

Ｑ　住民に望むことは？
Ａ　�消防団というと「お酒ばかり飲んでいる」というイメー

ジがあるようですが誤解です。決してそんなことは
ありません（笑）。活動の反省会や大切なコミュニケー
ションの一環として、自費で飲む機会はありますが、
それ以上に一生懸命訓練などに励んでおり、とにか
く楽しくやっているので、ぜひ参加してください。

消防団の組織・担当エリア
本部分団　町内全域、定員 12 名

第１分団　吉木小学校区　　第２分団　内浦小学校区
第３分団　海老津小学校区　第４分団　�山田小学校区の一部
第５分団　戸切小学校区、高陽団地
� ※１～５分団定員各 20 名

「地域から頼られてい
ることが誇り」と熱く
語る籏生団長

各地区の消火栓訓練
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